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11月 20日から 12月 8 日までを人権週間として様々な活動を通して人権について改

めて考える期間としました。人権標語、にこにこの木、にこにこ集会。先日の全校朝礼

では、南小だけではなく日本でも、世界でもこの 12 月のはじめを人権週間としていて

世界中で人権について考える期間であることを話しました。 

“にこにこの木”もたくさんの言葉でいっぱいに

なりました。「うれしかったこと」「楽しかったこと」

「すごいなとおもったこと」「ありがとうの気持ち」

など様々です。給食時間を利用し、“にこにこの木”

の言葉の一部を紹介しました。とてもほんわかとし

た雰囲気に包まれました。 

 

 

 

8日には「にこにこ集会」がありました。まずは、人権週間に合わせ考えた人権標語

を縦割り班ごとに発表しました。各班では、発表後に拍手をしたり、友達の標語のいい

なと感じたところを発表し合ったりしました。どの標語も自分自身を振り返り、次に生

かしていこうとする気持ちの表れた素敵な標語でした。「虹」の歌を手話で歌ったり、

5年生プレゼンツ「たけのこニョッキ」「ジムのボタン工場」を楽しんだりと、とても

やさしく心がポカポカする時間を過ごすことができました。感想発表では、1年生から

6年生までたくさんの子どもたちが感じたことを伝えてくれました。 

人権については、今だけではなく、いつも、どこでも、誰に対しても考えていかなけ

ればなりません。そうはいってもなかなか意識はできないのも事実です。この期間は、

自分自身を振り返る時間とし、「自分のことを大切にみんなのことも大切に」「自分の

気持ちを伝える」「みんなの気持ちを感じる」ことにつなげられるといいなと思い全教

職員で子どもたちに寄り添い、声をかけています。 
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「生活リズムコントロール週間」（11月 20日～24日）に取り組みました。子どもたちが

生活リズムや電子メディア機器との付き合い方を見直すことを通して、一日の時間の使い方

を自分自身で考え、健康的な生活を送れるようになることを目的として、二中校区の小学校、

中学校はもちろんですが、大塚こども園も一緒に行いました。全員の提出があり、お家の方

からのコメントもいただきました。ご協力いただき本当にありがとうございました。子ども

たちの振り返り、おうちの方からのコメントの一部を紹介します。 

 

子どもたちの頑張ったこと（振り返りの中から） 

  ・ゲームの時間を守れた。 

  ・おかあさんに言われる前に宿題をした。 

  ・お手伝いを頑張った。 

  ・メディアを使いたい気持ちを我慢することができた。 

  ・寝る時間を意識したので朝気持ちよく起きることができた。 

  ・ゲームの時間を減らしてその時間に読書や手伝いができた。 

 

おうちの方から（一部抜粋してまとめています） 

〇苦手な読書を頑張っていました。 

〇おじいちゃんおばあちゃんのお手伝いも積極的にできました。ありがとう。 

〇朝もきちんと起きて朝ごはんも食べられました。 

〇読書をしたり、ピアノをしたりとメディアがなくても自分ですることを見つけ出し 

ていました。 

 〇トランプをしたり運動したりと家族で遊べて楽しかったよ。 

 〇「何時から何時までこれをします」など自分で考えて行動できましたね。 

 〇自学１ページと決めて取り組んでいてよかった。 

 ●休みの日は、メディアの時間が長くなるので要注意。 

 ●メディアの時間が減らせるよう私も頑張ります。 

 ●スマホ、ゲームの時間を自分で考えて制限できるといいね。 

 ●声を掛けましたが、行動を変えるのはなかなか難しいようです。 

 

この取組をきっかけにお手伝いを続けてくれているという

声やメディアとの付き合い方を意識するようになりましたと

いう声を複数の方からいただきました。とてもうれしく思い

ます。また、改めて課題が見えてきたご家庭もあるのではな

いでしょうか。課題があるならば何か一歩改善に向けて進み

たいですね。 

 

よいお年をお迎えください 

生活リズムコントロール週間～二中校区の取組～ 

よいお年をお迎えください 

今年もお世話になりました 


